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＊＊＊今回の内容＊＊＊ 

１．はじめに 

２．送別会 

３．ごあいさつ 

①塚尾先生から 

 ②蛭子看護師から 

４．おわりに 

隠岐広域連合立  隠岐島前病院  

http://okidozenhospital.com/  

 いつも「だんだん」をご愛読いただきありがとうございます。 

年度末、年度始め、桜前線の真っただ中にいることに気づき、 

今年も満開の桜にふっと目を止めることが出来ました。 

桜花爛漫、皆様方もそれぞれに新しい年度を迎え、新たな生活が 

始まっていることと思います。 

隠岐島前病院もお陰様で多くの新しいメンバーを迎えることができて

います。新しいメンバーの新たな力とともに飛躍できることをとても

楽しみにしています。しかし、新たなメンバーを迎えることができて

いることを思えば思うほど、３月にお別れとなってしまったメンバー

への感謝でいっぱいになります。隠岐島前病院の今があるのは、 

お別れとなったメンバーの支えがあったからと思えてなりません。 

新しいメンバーの紹介をさせていただきたいところですが、それは次

回とさせていただき、今回は３月にお別れとなってしまったメンバー

からのメッセージを紹介させていただきます。この場を借りて支えて

くださったことに、スタッフ一同、心より感謝申し上げます。 

新天地でのご活躍を願いたいと思います。 

そして、新年度を迎えた地域の皆様、「だんだん」ご愛読の皆様のご

健康、ご多幸を祈ります。当院のスタッフには気兼ねなく声掛けいた

だきますよう、引き続きご支援くださいますよう、どうかよろしくお

願い申し上げます。            看護部長 松浦 幸子 
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２．～送別会～ 

2016 年 3 月 16 日に、島前病院の送別会がありました。塚尾先生と蛭子看護師が主役でした。 

平日に行われましたが、これまでたくさんお世話になった方の送別会ということでたくさんの職員

が出席し、楽しい会となりました。 

塚尾先生は、島前病院勤務は 1 年間だけでしたが、 

同時に知夫診療所の所長も務められました。 

塚尾先生の優しい外来でトリコになった患者さんも 

数知れず…。 

愛妻家の塚尾先生は、来年度から奥さまと福井の病院で 

勤められます。                           

もう人方は、１6年間看護師として 

島前病院を支え続けて頂いた蛭子看護師です。 

いつもとっても優しい笑顔で患者さんに 

接しておられ、若手看護師の見本となる存在 

でした。 

病棟のイベントで必ず聞こえてくるしげさ節、 

やっぱり蛭子さんの歌声は天下一品です。 

私たちでは想像も出来ないような長い長い、島前病院の歴史を作られてきました。 

塚尾先生からは、笑顔でいる事の大切さ、爽やかさを保つ事を学びました。 

蛭子看護師からは、患者さんの声に耳をしっかり傾け、患者さんの気持ちに寄り添う事を 

学びました。塚尾先生、蛭子看護師から、 

学んだ事をこれからも活かしてさらに成長し 

続けていきますので、 

今後とも、よろしくおねがいます。 

塚尾先生、蛭子看護師ありがとうございました。 
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３．ごあいさつ 

① 塚尾 仁一先生から 

「島前病院のスタッフは厳しいよ」といわれビクビクしながらきましたが、スタッフも住民も非常に

優しく、島生活を楽しめました。それと同時に、自分の医師としての未熟さを思い知られた１年間で

もありました。この１年で学んだことを生かし、また何らかの形で恩返しができればと思います。 

４月からは福井県敦賀市で勤務していますので、観光などに来られる際はご一報ください。 

ありがとうございました。 

４．おわりに 
別れの季節から桜が咲く季節、出会いの季節になり 

その桜も散ろうとしています。 

以前の仲間との別れがあれば、新しい仲間との出会いが 

あります。全部ひっくるめての島前病院の仲間です。 

これからも、仲間で一致団結していきます。 

気候が変わりやすいので、体調にはお気をつけて下さい。 

 だんだんの感想・ご意見があれば、右記の連絡先まで 

お願いします。 

今回も最後までお読みいただき、ありがとうございます。 

隠岐広域連合立 隠岐島前病院 

〒６４８－０３０３ 

島根県隠岐郡西ノ島大字美田 2071-１ 

 

TEL  08514-7-82１1 

 

FAX  08514-7-8702 

 

MAIL（看護部） 

dz-kaigo@asahi.email.ne.jp 

② 蛭子 由美子看護師から 

16 年間島前病院で勤務してきました。ここは医療者と患者さんとの距離が近く、 

みんなが家族のような雰囲気が好きでした。そんな患者さんが亡くなった時は反対に辛かったことも

ありました。 

私は常々、医療とは縁の下の力持ちだと思って今日まで仕事をしてきました。 

決して表に出ず、自分の手柄をアピールするのではなく、一番下で患者さんの為に踏ん張ってこそ医

療だと思っています。 

これからは若い看護師さんに、患者さんに寄り添い、目配り気配り心配りを忘れずに、縁の下で踏ん

張って看護をしていってほしいと思います。 


